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情報発信の狙いと実績
市民の興味を引き付ける生物（水辺の生きもの）の調査研究結果につ
いて積極的に情報発信することにより市民への普及啓発を行い、水環境
への関心を高めてもらい、水環境の保全に向けた行動を促す。

ねらい

実績
報道発表
・かわさきの海で珍しい生きものを発見

川崎みなと祭りでの出展
・スナイプバレー合同会社との連携した調査結果の発信
・アサリの回復に向けた取組

啓発動画の作成
・かわさきの水辺の生きものについて（中流編）



・外洋の魚類を初発見、南方魚もみられた。 →数年間継続している黒潮大蛇行の影響
・アマモを多数確認 →水質・底質、気象条件を含めた環境が生長に適合していたこと、種子の
流入などが要因

報道発表 2023.7.11



黒潮大蛇行

出典︓ウェブサイト weathernews

通常時は黒潮に乗ってきた南方魚が伊豆や千葉の沿岸で見られることがあるが、
今回の発見は、大蛇行に乗って東京湾の近傍まで移動してきた魚が、湾の内部へ移動してきた
ものと考えられる。



テレビ取材・新聞取材対応

以下、新聞等に掲載
・日本経済新聞
・神奈川新聞
・東京新聞
・タウンニュース

・テレビ神奈川 2023.10.14 放送
ＬＯＶＥかわさき「かわさきの海を調査してみた︕」
川崎の水環境改善により様々な生き物が増えてきた
実際に、リポーターさんと東扇島でアマモ探索
https://www.tvk-yokohama.com/lovekawasaki/2023/arch_1014-1.php

・ＮＨＫ総合 2023.11.02 放送 所さん︕事件ですよ
「北海道でフグが豊漁!?さかなクンと追跡する“海の異変”」
黒潮大蛇行の影響で、川崎にも南方魚がきた

テレビ神奈川 NHK

https://www.tvk-yokohama.com/lovekawasaki/2023/arch_1014-1.php


川崎みなと祭りへの出展 2023.10.7-10.8
・50周年を迎える川崎みなと祭り（東扇島東公園）にて環境ブースを初出展
・環境教室や展示を通じて本市の生物調査研究の結果等を市民に伝え、環境意識の向上を
図った。（2日間で500名来場）
・スナイプバレー合同会社、カワスイ川崎水族館との連携

アサリの教室

タッチプール
（カワスイ
川崎水族館）

海洋ゴミを利用した輪投げ
（スナイプバレー）



・東扇島東公園周辺海域における生物相の
調査、および海洋プラスチックごみや温暖化な
どの影響に関する調査
・本市の「連携型共同研究事業」として実施

スナイプバレー合同会社との連携について

研究内容

研究期間
・令和5年4月1日〜令和8年3月31日
・令和5年度は4月（春）、7月（夏）、10月（秋）、1月（冬）に潜水調査お
よび砂浜の調査を実施。

目的
・本市は一般市民が海に親しめる場所が少ないため、市民の海の環境に対する関心
は薄い。
・海の生物や、海洋プラスチックごみや海水温の温暖化等の影響について調べ、結
果を市民に広く周知し、日常での行動を変容させていく。
・東扇島東公園人工海浜周辺を、海の環境学習のフィールドとして確立していく。



調査結果の一例（2023年5月）

調査範囲

東扇島東公園人工海浜



啓発動画の作成

・「川・海などの水のきれいさ」のみ満
足度が５割に至っていない。

・大気や水などの環境に関して、特
段関心を示していない 市民が一
定数いる。

課題

●市民に関心の高い「水生生物」をテーマに、地域ごとの 水環境の状況を伝え、
環境を大切にする意識を醸成する。

●動画投稿だけでは影響は限定的なため、出前授業などを活用して、川や海の
大切さを積極的に発信する

課題解決に向けたアプローチ
出典︓大気、水などの環境に関するアンケート

（令和元（2019）年度調査）



啓発動画の作成
動画の概要と作成計画

・丘陵部編（黒川よこみね緑地など）
→丘陵部域しか生息しない貴重な生物の水環境を発信
・内陸部編（二ヶ領用水や多摩川二子橋周辺）
→慣れ親しんだ川に棲む身近な生物の水環境を発信
・臨海部編（多摩川の河口干潟や海域）
→河口干潟や海域に棲む多様な生物の水環境を発信

・市内の丘陵部、内陸部、臨海部、それぞれ5〜10分程度で作成。
・R5は内陸部編、R6は丘陵部編、臨海部編を作成予定
→内陸部編では、今年度開催の川の生きものと触れ合うイベント
（多摩川教室とガサガサ体験）の様子を題材に、動画を作成



啓発動画の作成
動画の構成

撮影場所

動画イメージ

二ヶ領用水・多摩川（二子橋周辺）

内容 慣れ親しんだ川に棲む身近な生物の水環境を発信

１.撮影地点や地域の特徴について説明
２.子どもたちが川に入り、生きものを
探す様子を映す

３.現場で捕まえた生きものの紹介
４.生息域と水環境の関係について説明
５.生活排水や水質事故・ゴミの問題について
触れ、視聴者に当事者意識を持たせ、環境保
全に向けた行動を促す。

内陸部編

内陸部


